
































州のポートランド美術館で江戸時代までの肉筆日本絵画をまとめて調査する機会を得た。全米でも有数の歴史を持つこの美術館に、良質の日本古美術コレクションがあることは、なぜか日本ではほとんど知られていない。シアトル美術館からそう遠くない位置にあるにも かわらず、日本人美術史研究者が調査に来ることもほとんどなかったという。当美術館の日本画コレクションの多くは浮世絵版画であるが、肉筆の掛軸や屛風も相当数ある。今回、時間的な限界があって悉皆 は及ばなかったが、屛風を中心にかなりの点数を見せてもらう と できた。　
二〇〇九年度末の時点で私たちはその中からすみやかに世に知らしめておくべき







































































































































う古いものではない。ひと通り修復はなされているものの、修復時の補加筆がどの程度あるかは判然としない。除外しはじめるとほぼ白紙になってしまうし、全面的に補加筆を加えなければ らないほど画面が荒れた形跡も かといって紙 風合いから、近代の贋作とも思え　
本図については河合正朝が『




版を紹介している。氏はこれをいわゆる「宗丹屛風」の一例として挙げたが、貼紙の「伝宗丹筆」は、江戸時代に室町時代作品を鑑定する際に、狩野派でも雪舟流でもないもの 「宗丹」に帰するという一般的な傾向を反映した 思わ ので本図の絵師や制作年代を考える の参考とは りえない。奇妙な紙継ぎといい、独特な発色 具といい、想像以上 謎 多 作品である。模本の可能性 考えらないではないが、それにしては何らかの流派に属している の模写者の手癖が見えない。　
ひとつ言えるのは、さまざまな流派様式が混在しているということである。水浴











































































































ていて、最後 「図版で見る限り十七世紀前半のものとは考えにくい」という。これに対し、現物を見る限り、十七世紀中後半まで降る 、所見を提示 おきたい。狩野派の様式に連な 人物や建物 表現に崩 たところや不自然な誇張がなく、流派不詳な筆法で描かれた岩石や樹木 波濤にも変 誇張がない。風俗としてもとりたてて 審 点は見当たら いのであって、本 を積極的に十七世紀前半から締め出す要素は見あたらない。人物の顔貌表現やプロポーションには狩野孝信あたりの様式も透け 見え、十七世紀も 盤以降 こ 描法を会得した絵師はもはや生存し ないであろう。本屛風は慶長期の 例の一継承例
挿図 6　花鳥図屛風の紙継（完成形）
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蔵、 右隻を初音、 左隻を野分とする六曲一双の雛屛風、 黒田泰三氏「狩野光信と遊楽人物図」『出光美術館研究紀要』五、一九九九年を参照
（
の「野分図」は、屋敷の構造や秋好中










































































が描かれている。第五扇上部 描かれるのが多宝塔ではなく 三重塔であることから、この寺院も湖南の名刹である石山寺 は断定できない描写である。　
以上のように、右隻は琵琶湖を中心とした近江の名所を描いたもののようにも見






























えるが、構図や社殿の描写などに現実の位置関係や他作例とは大きく異なる点が多々見られるため、 場所を特定することは難しい。しかしながら各描写の様子から、琵琶湖近隣の印象的なモティーフが選択されて描かれた名所絵風の風俗図であると見なすことができる。なお全体 構成や風景描写、人物の顔貌や着衣 描写などから、本図は制作当初から厳島と近江を対比させた一双屛風として制作されたと考えられる。右隻の第一・二扇の間の社殿、第二・三扇の鳥居 一部が欠損して図様の連続性に問題があるのは、全体的に寸法が切り詰められ ためと見られる。また左隻の第一扇上部と 五扇上部は、金地の他 部分と異なり青みがかった灰色を呈している。この部分には箔足のような痕跡も認められることから 上 何か別の材料が塗られたも 見られる。本図は全体的に絵具の剝落などの損傷や後世の補筆が認められ、鑑賞の妨げになっていることは否めない。しかし がら穏やかでおおらかな人物の顔貌表現や人物の着衣の衣紋線を金泥線で描き起こす 細部表現は、十八世紀以降の各種画題の図様が様式化した後のものとは見 い。知念氏は
A本について十七世紀後半の町絵師による作例で、同時代の変化とともに
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